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とても大切なお話 ６

敷津小学校 校長 原 雅史

では、なぜ文部科学しょうは今までのじ
もん ぶ か がく いま

ゅ業のやり方をこの「主体てき・対話て
ぎよう かた しゆたい たい わ

きで深い学び」「子どもの学びをじゅ業の
ふか まな こ まな ぎよう

中心にする」方ほうにかえようとしたの
ちゆうしん ほう

でしょうか。

一番大きな理由は、その方が人間の体
いちばんおお り ゆう ほう にんげん からだ

にあっているからです。人はつばさがない
ひと

ので空はとべません。魚のように水のな
そら さかな みず

かでこきゅうもできません。動物にはそれ
どうぶつ

ぞれ向いている生き方があります。人が勉
む い かた ひと べん

強するときに、先生やほご者から「勉強
きよう せんせい しや べんきよう

しなさい！」と言われて行った勉強は、
い おこな べんきよう

あまり自分に身につくようにはなっていな
じ ぶん み

いことが、わかってきました。人間の身体
にんげん か ら だ

は、そういうふうになっているのです。ぎ

ゃくに、自分から進んで行う勉強は、た
じ ぶん すす おこな べんきよう

とえ短い時間でも、ものすごく頭の中に
みじか じ かん あたま なか

入っていきます。
はい

だから世界のほかの国でではもう３０年
せ かい くに ねん

い上前からこの「子どもの学び」が中心
じようまえ こ まな ちゆうしん

となる新しいスタイルで、じゅ業が行わ
あたら ごう おこな

れているのです。そのけっか、日本の子ど
に ほん こ

もにくらべて、「勉強がすき」というとい
べんきよう

う外国の子どもは多いけい向にあります。
がいこく こ おお こう

そして日本よりほとんどの国では、勉強
に ほん くに べんきよう

時間が少ないのです。
じ かん すく

つまり、少ない勉強時間で、勉強がす
すく べんきよう じ かん べんきよう

きになり、せいせきもよくなる方ほう、そ
ほう

れが「主体てき・対話てきで深い学び」の
しゆたい たい わ ふか まな

あるじゅ業なのです。とくに、この「主体
ごう しゆたい

てき」というところが重ようで、これを
じゆう

していくだけで、勉強がどんどんすきに
べんきよう

なっていくのです。先生やおうちの人から
せんせい ひと

言われて勉強するのではなく、「よし、勉
い べんきよう べん

強がんばろう！」と自分で思って、自ら
きよう じ ぶん おも みずか

主体てきに取り組むことで、少ない時間で
しゆたい と く すく じ かん

も、勉強がすきになり、とく意になると
べんきよう い

いうことです。

（続きはまた次回にお話しします）
つづ じ か い はな


